
はじめに
多くの母親は子どもの発達（行動面・言語
面・対人関係など）の問題を、こども園や「学
童」などの保育士や指導員らから指摘された場
合、驚きを表すか、「いずれは良くなると思う
から、余計なことは言わないで欲しい」などの
返事で返すこと多い。今回、筆者は「学童」担
当者から、「最近のお母さんたちは保育士の言
葉が受け入れられないようで、保育士も困って
います」と相談された。そこで、母親面接を保
育士から母親に提案をしたところ、多忙な母親
からは拒否され、質問紙ならおこなえるという
返事で、お互いが了承したと聞かされた。もし、
発達の指摘を受けた子どもたちの中に神経発達
症の子どもがいたならば、保育士の提案を拒否

したことで、すでに療育を受ける機会を失って
しまうことになる。療育は２歳から就学前まで
におこなわなければならないと決められてい
る。神経発達症専門外来の診療を受診する子ど
もたちの多くは、小学校入学後に受診すること
が多く、すでに療育を受ける機会を逃している。
伝えられた我が子の発達の指摘が受け入れられ
ないのは何故か、不安と心配は生じないのか、
家族を巻き込んだ話し合いがおこなわれたの
か、などのさまざまな要因が考えられる。その
一つは決断する力のなさではないかと考えた。
筆者はこのような自己の行動決定要因に影響
を与える対処行動を重要に捉えた。ここ１５年間
における対処行動に関する研究を「CiNii 論文」
で検索した。１９００年代は１５件、２０００年代は４３件
の計５８件であった。さらに、２００２年から２００９年
の８年間では２８件、２０１０年から２０１６年の７年間
では計１５件で、減少傾向である事が理解できる。
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また、２０００年代の４３件の内容は対処行動に関す
る要因の検討や背景、尺度開発や育児ストレス
などの対処行動に関するもので、母親のストレ
ス対処行動に関する研究の多くは、育児ストレ
スを軽減する内容であった。なお、その軽減に
際しては、母親の精神健康度が良好であること
が重要であるとする報告が散見される１，２）。さ
らに、ソーシャルサポートや相談相手の人数は、
対処行動と正の相関を示し、ソーシャルサポー
トは適切な対処行動を行わせるには有用な要因
であると述べられている。また、西海らはスト
レスに対処する過程ではソーシャルサポートや
自己効力感を有する人ほど、問題に直面した時
に適切な対処ができるとも報告している３～５）。
一方、母親の育児ストレスの大半は子どもの身
体疾患（発熱など）に対する母親の対処行動に
関するものが多く、その中の５件（１１．６３%）は
子どもの問題に関するものであった６～８）。５件
の子どもたちの病名は神経発達症３件、重症心
身障害１件、てんかん１件であった。子どもの
発達の指摘と母親のストレスに関する論文はみ
られず、今回、提供された調査内容からの検討
を試みたいと考えた。

対象と方法
対象は、J県A市のNこども園付属施設で
ある「学童」に預けている母親２５名である。し
かし、ストレス対処行動（以下、SBCとする）
の質問紙の回答が不十分であった４名を除外し
たため、最終対象者は２１名となった。
方法は、「学童」に子どもを迎えに来た母親
に対し、今回の調査の説明をおこなった。了承
の得られた母親に対し、承諾書一通、フェイス
シート、SBC質問紙とKIDS 乳幼児発達スケー
ル（以下、KIDS とする）などの入った封筒を
手渡した。なお、この件に関してはNこども

園園長の承認を得ている。
調査期間は
２０１８年５月
以下、調査内容は（フェイスシート、SBC
と KIDS）について記載する。
① フェイスシート
調査内容は母親年齢、結婚動機、家族形態、
子どもの年齢、職業などを記載させた。
② SBC
「SBC」は近喰と高久が開発した質問紙で、
第１因子「問題解決」、第２因子「気晴らし」、
第３因子「抑制」、第４因子「発散」、第５因子
「気分転換」、第６因子「回避」、第７因子「情
動」、第８因子「総合」から成り、簡易版ダイ
アグラムの図に表すことができる特徴を有して
いる（今回はこの作業はおこなっていない）。
解答は「全くそうしなかった」が０点、「たま
にしか、そうしなかった」が１点、「時々した」
が２点、「しばしばそうした」が３点で、０～
１５点までの得点として算出すことができる９）。
③ KIDS
「KIDS」は年齢別によるタイプA（０歳１
カ月～０歳１１カ月）、タイプB（１歳０カ月～
２歳１１カ月）、タイプC（３歳０カ月～６歳１１
カ月）、タイプT（０歳１カ月～６歳１１カ月）の
４種類があり、特にタイプTは発達遅滞児用
となっている。回答は対象児ができるものには
〇、できないものには×を記入する。今回はタ
イプCを用いた１０）。

統計解析
統計解析には SPSSver２２．０ for Windows を

用い、また、SBC、KIDS の尺度得点に関する
群間比較などはｔ検定でおこなった。
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結果
フェイスシート、質問紙（SBC、KIDS）の

回収率は１００%であった。
１．対象者の基本属性
母親の年齢は３４．７１±６．２７歳で、結婚動機は
全員が恋愛結婚であった。また、子ども数は２．１９
±０．８７人、結婚年数は７．０５±４．４９年であった。
家族形態は核家族１０人（４７．６２%）、複合家族８
人（３８．０９%）、母子家庭３人（１４．２９%）で、
そのうち離婚は２人、夫の単身赴任は１人で
あった。また、母親の職業は会社事務員（公務
員含め）６人、生命保険外交員３人、店員３人、
介護ヘルパー２人、清掃員２人、美容師１人、
病気（精神疾患）療養中１人、不明３人と様々
であった。なお、結婚動機は職場関係（同僚）、
幼馴染、ないしは同級生などの身近な出会いで
あり、通婚圏は地元で見知った者同士の結婚で
あった（表１）。
２．SBCの結果
SBCでは、第１因子「問題解決」が８．４３±３．８３

点、第２因子「気晴らし」が８．７１±３．３５点、第
３因子「抑制」が９．０５±２．３６点、第４因子「発
散」が５．６７±３．３２点、第５因子「気分転換」が
６．３８±３．２２点、第６因子「回避」が８．３３±２．８５
点、第７因子「情動」が１０．３８±２．６７点、第８
因子「総合」が５６．９５±１０．３２点であった（表２）。
そこで、第８因子「総合」の平均得点から１標
準偏差を差し引いた値（４６．６３点）を考慮し、
５１点以上を SBC多用群とし、５０点以下を SBC
非多用群の２群に分けた。前者は１５名、後者は
６名であった。前者の母親の平均年齢は３４．７３
±６．４８歳、後者の母親の平均年齢は３４．６７±６．３１
歳で両群間における年齢差はなく、前者は後者
よりも第１因子「問題解決」（P＜．０５）、第２
因子「気晴らし」（P＜．０５）、第５因子「気分
転換」（P＜．０１）を多く使用し、第８因子「総

合」においても得点が高く（P＜．０１）、有意差
も認められていた（表３）。
なお、「SBC」の下欄に、“あなたが最もスト

レスと感じていることはどのような事でしょう

表１．母親の基本属性

属性 人数（％）

母親の平均年齢
３４．７１±６．２７歳 ２１人
２０歳代 ５人（２３．８１％）
３０歳代 １１人（５２．３８％）
４０歳代 ５人（２３．８１％）

子ども数
２．１９±０．８７人
１人 ３人（１４．２９％）
２人 １３人（６１．９０％）
３人 ４人（１９．０５％）
４人 ０人
５人 １人 （４．７６％）

結婚動機
恋愛結婚 ２１人
同僚 ８人（３８．０９５％）
幼馴染 ３人（１４．２９％）
同級生 ２人（１９．５２％）
どちらでもない ８人（３８．０９５％）

家族形態
核家族 １０人（４７．６２％）
複合家族 ８人（３８．０９％）
母子家庭 ３人（１４．２９％）

母親の職業
会社事務員
（公務員を含む）

６人（２８．５７％）

生命保険外交員 ３人（１４．２９％）
店員 ３人（１４．２９％）
介護ヘルパー ２人 （９．５２％）
清掃員 ２人 （９．５２％）
美容師 １人 （４．７６％）
病気
（精神疾患にて療養中）

１人 （４．７６％）

不明 ３人（１４．２９％）
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か”という質問を記載した。この質問に対し、
子どもの問題のことを回答していたのは５人
（２３．８１%）のみで、その他１６人の母親は子ども
以外の内容を記載していた。

３．KIDS の結果
KIDS では「運動」、「理解言語」、「表出言
語」、「概念」、「対子ども社会性」、「対成人社会
性」、「しつけ」、「食事」の９領域のそれぞれを

表２．母親の SBCの平均得点と標準偏差

対象者番号 第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第５因子 第６因子 第７因子 第８因子
（総合）

No.２８ ９ １２ ９ ４ ９ ８ １２ ６３
No.２３ １２ ９ ７ １ ４ ６ １５ ５４
No.２５ １０ ９ ９ ４ １０ １０ ９ ６１
No.２７ ９ １１ １０ １３ １２ １０ １３ ７８
No.９ ９ １３ ８ ８ ５ ９ １０ ６２
No.１０ １１ １２ ９ ５ １３ ８ １２ ７０
No.３４ ９ ２． １４ ４ ８ １２ ３ ５２
No.１９ １５ ８ １１ ５ ９ ９ １０ ６７
No.２９ １１ １４ ８ ４ １０ １０ １１ ６４
No.２４ ６ １０ １１ ４ １０ １０ １１ ５９
No.１４ ９ ９ １０ １０ ６ １３ １０ ６７
No.２２ １２ ９ ９ １０ ９ ５ １１ ６５
No.３３ ４ ８ ９ ８ ７ ７ １３ ５６
No.２０ １３ ６ １２ ４ ３ ７ １０ ５５
No.３１ ３ １３ ６ ８ ５ １１ １０ ５６
No.１３１３ ６ ９ ６ ７ ４ ６ １０ ４８
No.１５ ７ ７ １１ ９ ２ １ １１ ４８
No.２ １ ６ １１ ２ ０ １１ ６ ３７
No.１ １３ ３ ６ ２ ５ ８ １０ ４７
No.３０ ６ ３ １０ ７ ６ １０ ７ ４９
No.２６ ２ １０ ４ ０ ４ ４ １４ ３８
平均

（標準偏差）
８．４３
（３．８３）

８．７１
（３．３５）

９．０５
（２．３６）

５．６７
（３．３２）

６．３８
（３．２２）

８．３３
（２．８５）

１０．３８
（２．６７）

５６．９５
（１０．３２）

表 3．SBCの多用群と非多用群における平均得点と標準偏差

SBC項目 多用群（Ｎ＝１５） 非多用群（Ｎ＝６）

第１因子：問題解決 ９．４７（３．２３）＊ ５．８３（４．２６）

第２因子：気晴らし ９．６７（３．０９）＊ ６．３３（２．９４）

第３因子：抑制 ９．４７（１．９９） ８．０（３．０３）

第４因子：発散 ６．１３（３．２０） ４．５０（３．６２）

第５因子：気分転換 ７．５３（２．８５）＊＊ ３．５０（２．１７）

第６因子：回避 ９．０（２．２０） ６．６７（３．７８）

第７因子：情動 １０．６７（２．６４） ９．６７（２．８８）

第８因子：総合 ６１．９３（６．９６）＊＊ ４４．５０（５．４７）

全対処行動の平均得点（標準偏差） ３４．７３（６．４８） ３４．６７（６．３１）

N=21 ＊P＜．０５ ＊＊P＜．０１
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評価し、領域ごとに〇の数を集計したものが各
領域の得点となる。領域別の発達年齢を概算し、
プロフィールを作成する１０）。そこで、筆者ら
は各領域別の点数を合計した総合得点のプロ
フィールから生活年齢よりも下位にある項目数
から、幼児の発達の概観を判断した。
SBC多用群の領域別合計得点の平均得点は

１０３．００±１１．８１点、SBC非多用群の領域別合計
得点の平均得点は１００．１７±１８．０７点で有意差は
認められなかった。そこで、生活年齢よりも下
回った項目数でみると、前者は２．２７±２．２２項目、
後者は４．８３±１．９４項目であり、SBC非多用群
の母親の方が SBC多用群の母親に比べて発達
の遅れに関する項目数が多く、有意差も認めら
れていた（P＜．０５、表４）。

考察
１．母親のストレス対処行動
先にも述べたが、SBC多様群の母親の年齢
は３４．７３±６．４８歳、１５名の母親全員が恋愛結婚、
家族形態（核家族７名，母子家庭４名、複合家
族３名）、SBC非多用群の母親の年齢は３４．６７
±６．３１歳、６名の母親全員が恋愛結婚、家族形
態（核家族４名，母子家庭２名、複合家族０名）
であり、前・後者の両群における家族状況の背
景による相違は少ないと判断した（表１、３）。
その上で、両群間における母親の対処行動が第
１因子「問題解決」（P＜．０５）、第２因子「気
晴らし」（P＜．０５）、第５因子「気分転換」（P
＜．０１）、第８因子「総合」（P＜．０１）に有意差

が認められ、４因子ともに SBC多用群が SBC
非多用群よりも平均得点が高かった。すなわち、
SBC多用群の母親は SBC非多用群の母親に比
べ、問題解決、気晴らし、気分転換などの対処
行動を多く用いていた。
すなわち、対処行動とはストレス状況におか
れた時、その状況をその人なりに認識して起こ
される合目的な行動のことであり、森本はさま
ざまなストレッサーが心身に負荷された際、そ
れらのストレスに対処するための行動を取り、
その行動が対処行動であると定義してい
る１１）。しかし、ストレスに対する対処行動は
必ずしも取れるとは限らず、取れるのか取れな
いのかはその人の精神的支援網の強さに依存し
ているとも付け加えている１１）。すなわち、対
処行動が取れるか取れないかはストレッサーの
量以上に、個々人の性格が大きく影響している
と報告している１１）。これらの内容は、先の筆
者らの SBC多様群と SBC非多用群の母親の対
処行動の相違からも理解できる。「問題解決」や
ソーシャルサポートに繋がるものとしての「気
晴らし」や「気分転換」なども相乗的に生かさ
れているものと推察された。おそらく、ソーシャ
ルサポートはインターネットやスマートフォン
によるものからのものであろう。ところで、従
来から「問題解決」は男性に多くみられる対処
行動と考えられていたが、女性にも「問題解決」
としての対処行動が取られていることが分かっ
てきた。職業有無別による女性の対処行動研究
をおこなったところ、有職女性は男性と同じ「問

表４，SBCの多用群と非多用群におけるKIDS 平均項目数と標準偏差

SBCの多用群と非多用群 多用群（Ｎ＝１５） 非多用群（Ｎ＝６）

KIDS の平均項目数（標準偏差） ２．２７（２．２２） ４．８３（１．９４）＊

＊P＜．０５
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題解決」による対処行動を多く取っていること
が明らかになったからである１２）。
２．母親と子どもの問題
今回の調査では、神経発達症の存在は明らか
にされていない。家族形態も少人数ながら３家
族形態（複合家族、核家族、母子家庭）とさま
ざまであった。その上で、「最近、あなたがス
トレスと感じていることはどんなことでしょう
か」の問いに対し、SBC多様群の母親は８名
（５３．３３%）で、その対象は家族、義父母、仕事
であった。SBC非多様群の母親は２名（３３．３３
%）で、その対象は夫、実母、仕事であった。
両群ともが子どもはその対象の存在ではなく、
子ども以外の家族と仕事であった。しかし、SBC
非多様群の母親３名は子どもの相談欄に①いつ
もと違う環境に敏感で、固まり、いじけて怒り
出す、②時間割が一人でできず、教科書が揃え
られず、必要以上に泣き、大声で叫ぶ、③毎日、
同じことを注意し、叱っているのに、いうこと
を聞かない、など記載している。この内容だけ
では判断は難しいが、神経発達症の疑いも否定
はできない。しかし、それは母親にとってはス
トレスでもなく、子どもの問題とも考えていな
いと記載しているのである。母親にとっては、
子どもの相談に対し、夫や祖父母などから攻め
られることの方がストレスであり、この問題を
先延ばしにしたのかも知れないと想定された。
木戸らは障害が分かった時、診断・説明を受け
た時などには夫婦間が危機的状況に落ちると述
べ、寧ろ、家族だけからの支えではなく、母親
自身を取り巻く家族以外の人間関係の有無が考
えられると述べている１３）。万一、子どもの診
断が確定された後には母親の精神面を支え、夫
婦間の絆を深めるためにも母親支援としての母
親カウンセリングの重要性も忘れてはならな
い。

終わりに
１９９８年の対処行動開発から約２０年が経った。
母親は子どもの発達が遅れていると伝えられた
ら、「母親はストレス状態に追いやられるので
あろうか」の問いかけから、対処行動を用いた
検討をおこなった。母親にとってのストレスは
子どもや母子の問題ではなく、夫婦間の絆を深
める支援の重要性が見出された。

本論文は、第２回 日本心身医学関連学会合
同集会（大阪）、第１８回 日本子ども健康科学
会学術大会（東京）において発表した。なお、
倫理的配慮は研究参加者の同意（文書による署
名）を得ている。COI 開示についての問題は
ないことを明記する。
最後に、当時、助教であった梅原 碧の協力
に感謝申し上げます。
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●

Abstract

When the receiving information about the development of their child from nursery
teachers, the majority of mothers meekly accept the instructions and rarely seek a
medical diagnosis. They are keenly aware of the loss of opportunities for the
rehabilitation of the（from the age of 2 to preschool）. This paper reports the reasons
why this is the case, based on a study of this topic.
１．As a result of performing coping behaviors with the mothers, in comparison to

mothers in the diverse coping behaviors group, mothers with non-coping
behaviors were more likely to have family issues paternal grandparents and
husbands, to isolated themselves, and not to seek help from others.

２．Counseling as a means of support for the worries and concerns of mothers raising
children with neurodevelopmental disorders is an important support for
coordination within the family.

Keywords：Child Development Maternal Stress（Rehabilitations）
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